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ス
ペ
ー
ス
ベ
ソ
レ

慢
性
的
に
寝
不
足
の
私
達
は
、
慢
性
的
に

夢
を
見
る
。

天
を
見
上
げ
、
砂
の
上
に
立
ち
、
花
を
咲

か
せ
よ
う
と
、
人
は
涙
を
流
す
。

下
手
な
歌
の
文
旬
に
も
、
な
り
や
し
な
い
。

そ
ん
な
情
け
な
く
も
愛
し
い
、
い
わ
ゆ
る

Ｌ
間
の
皆
様
へ
。

Ｈ
月
ス
ペ
ー
ス
Ｂ
Ｅ
Ｎ
へ
、
足
を
お
運
び

下
さ
い
。
（お
お
っ
と
、
強
引
な
宣
伝
だ
″
）

今
年
の
我
楽
多
屋
Ｈ
月
月
間
公
演
の
タ
イ

ト
ル
は″

１
９
９
６

「超
」
我
楽
多
屋
″

「超
」
で
す
よ
。
「超
」。

し
か
も
、
５
週
。
新
作
５
本
で
す
。
長
尾

が
、
平
間
が
、
宮
田
が
、
市
川
が
、
舘
が
、

■
日′
ヽ
〃
・

何
と
言
っ
て
も

「超
」
で
す
か
ら
。

誰
だ
、
月
間
公
演
を
や
る
な
ん
て
言
っ
た

や
つ
は
／

（お
′ヽ．削
だ
／
）

で
も
、
誰
が
何
と
言
お
う
と
、
楽
し
い
こ

と
は
、
や
め
ら
れ
な
い
。

日
々
、
熱
を
増
す
稽
古
。

あ
、
脱
ぐ
な
／
叫
ぶ
な
夜
だ
／
走
っ
て
ど

こ
へ
行
く
Ｐ
う
わ
―
、
踊
る
な
／
誰
か
と
め

ろ
１
／
と
、
言
っ
て
も
誰
も
と
め
な
い
。

ま
だ
ま
だ
夢
見
る
日
々
は
、
続
き
そ
う
だ
。

考
え
る
こ
と
が
好
き
な
人
も
、
嫌
い
な
人
も
、

楽
し
め
る
モ
ノ
に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。
い

や
、
し
て
み
せ
ま
し
ょ
う
。

「今
、
何
が
面
白
い
ん
だ
ろ
う
ね
」

と
、
誰
か
つ
ぶ
や
く
。

「う
―
ん
」

と
、
誰
か
考
え
る
。

誰
か
は
、
誰
か
？
終
わ
り
の
無
い
問
い
。

何
と
言
っ
て
も

「超
」
で
す
か
ら
。

撮
近
、
流
行
の

「超
」
と
い
う
言
葉
は
、

イ
ー
ジ
ー
で
、　
い
い
で
す
ね
。

１
９
９
６

「超
」
我
楽
多
屋
。

９６
年
の
我
楽
多
屋
は
、
６
月
パ
ラ
ボ
ラ
で

の

「水
底
の
柩
」
か
ら
始
ま
り
、
Ｈ
月
月
間

公
演

「超
」
我
楽
多
屋
で
終
わ
る
Ｐ
¨

昨
年
の
満
員
御
礼
に
よ
り
、
今
年
は
、
金

曜
、
Ｌ
曜
の
２
日
公
演
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

尚
、
こ
こ
だ
け
の
話
。

１０
月
２５
日
の
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｓ
も
、
我
楽
多
屋
が

や
る
ら
し
い
Ｐ
Ｈ
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し

て
、
全
員
そ
ろ
っ
て
の
前
口
上
。

何
と
言
っ
て
も

「超
」
で
す
か
ら
。

ど
う
ぞ
皆
様
、
乞
う
ご
期
待
″

〈問
い
合
わ
せ
〉

〒
０
３
１
　
人
戸
市
柏
崎

一
―
十

一
―
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
７
８
田
９
８
７
６

超
・我
楽
多
屋
″

秋
も
深
ま
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
共
、
我
楽
多
屋
。　
一
年
ぶ
り
に
Ｆ
Ａ
Ｎ

Ｓ
に
帰
っ
て
参
り
ま
す
。

昨
年
Ｈ
月
に
は
、

″秋
の
陣

「楽
」
９５
″

と
し
て
、
新
作
４
本
の
月
間
公
演
。
「楽
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
様
々
な
娯
楽
的
作

品
の
公
演
を
行
な
い
ま
し
た
。
も
う

一
年
。

何
や
ら
、
ア
ッ
と
言
う
間
の

一
年
。

Ｈ
月
公
演
の
見
所
は
、
や
は
り
、
普
段
台
本

を
書
か
な
い
劇
団
員
が
、
台
本
を
書
き
、
創

り
手
に
な
る
と
い
う
所
。

各
々
、
独
特
の
世
界
観
。

今
ま
で
の
我
楽
多
屋
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

一
転
二
転
し
た
作
品
群
。

十
人
十
色
と
い
う
言
葉
が
、
ま
さ
し
く
実

感
で
き
る
瞬
間
。

″人
″
っ
て
、
本
当
に
面
白
い
。

と
こ
ろ
で
、
質
問
で
す
。
あ
な
た
は
、　
一

日
を
長
い
と
感
じ
、　
一
年
を
短
い
と
感
じ
ま

す
か
？
そ
れ
と
も
、　
一
年
を
長
い
と
感
じ
、

一
日
を
短
い
と
感
じ
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
、

一
年
も

一
日
も
長
い
で
す
か
、
短
い
で
す
か
？

時
間
の
感
覚
と
は
、
不
思
議
な
も
の
で
す
。

生
き
物
は
、
皆
、
自
分
だ
け
の
時
計
を
持
ち

な
が
ら
、
も
っ
と
大
き
な
時
の
流
れ
の
中
を

生
き
て
い
き
ま
す
。
世
界
に
た
っ
た

一
つ
の

自
分
の
中
の
時
計
は
、
胸
の
奥
深
い
所
で
、

カ
チ
カ
チ
と
確
実
に
、
時
を
刻
ん
で
い
る
の

で
す
。
そ
の
音
に
、
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
毎
日
を
生
き
て
い
る
と
、
疲
れ
る
し
、
慌

て
る
し
、
散
々
で
…
…
。

″現
在
が
良
け
れ
ば
、
そ
れ
で
良
い
″

と
言
う
こ
と
に
、
Ｏ
と
も
×
と
よ
栄
口え
は
つ

け
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
現
在
が
良
い
に
こ
し

た
こ
と
は
な
い
。

楽
し
む
こ
と
も
、
我
慢
す
る
人
と
い
う
の

が
、
ま
れ
に
い
た
り
す
る
。

素
直
に
な
れ
な
い
人
と
い
う
の
は
、
け
っ

こ
う
い
た
り
す
る
。

か
と
、
思
え
ば
自
分
に
素
直
で
楽
し
む
こ

と
が
上
手
な
人
も
い
る
。

張
尻
は
、
ど
こ
で
合
う
の
か
？

そ
れ
は
、
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。

時
計
屋
に
入
る
と
、
大
小
、
デ
ジ
タ
ル
、

ア
ナ
ロ
グ
様
々
な
時
計
が
、
様
々
な
音
を
た

て
な
が
ら
時
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ

息
苦
し
い
く
ら
い
に
…
…
。

時
計
に
は
、
日
盛
り
が
つ
い
て
い
る
の
で

す
が
、
時
に
日
麻
り
は
つ
い
て
い
な
い
。

節
日
に
つ
け
、
思
い
返
す
の
は
、
良
い
時

と
悪
い
時
。

誰
か
の
笑
顔
。
誰
か
の
涙
。

そ
ん
な
モ
ノ
が
、
日
盛
り
と
な
る
。

〈文
／
我
楽
多
屋

。
長
尾
広
海
〉

１１
月
は
月
間
公
演
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